
全国から寄せられるばんえい支援

ばんえい競馬は平成19年に帯広市単独開催となり、新たなスタートを切りました。しかしな
がら、新たな船出は決して穏やかな海原ではないことが想定され、経営の安定運営が急務で
した。そのような中、全国のばんえい競馬ファンから多くの支援が寄せられ、平成19年から
これまでに1,115件、金額にして245,297,630円の寄附金が寄せられました。

◯「ばんえい競馬の振興」に寄せられた寄附金の件数と金額
年　度 寄附件数 寄附金額

平成19年度 129件 154,370,314円

平成20年度 42件 1,530,000円

平成21年度 79件 15,347,352円

平成22年度 118件 13,715,061円

平成23年度 96件 9,378,923円

平成24年度 134件 20,303,238円

平成25年度 122件 8,673,597円

平成26年度 126件 9,012,408円

平成27年度 132件 6,928,958円

平成28年度 137件 6,037,779円

累　計 1,115件 245,297,630円 おびひろ応援寄附金の申込方法は帯広市または
「ばんえい十勝」のホームページで案内している。

　ばんえい競馬の振興に寄せられた寄附金は、「ばんえい競馬振
興基金」に積み立てられた上で、翌年度以降に事業財源の一部と
して活用されています。
　これまでに競馬場の分煙化やキッズルーム、ナイターイルミ
ネーションなどの施設設備に充てられたほか、帯広競馬場でのイ
ベント開催、大井競馬場、川崎競馬場をはじめとした他地域の地
方競馬場などでのPRイベント、ばんえい競馬情報誌「Pommele

（ポムレ）」の発行などに有効に使用されています。
　また、ばんえい競馬の振興以外にも寄附が寄せられ、こちらは
ふれあい動物園の改修事業、馬文化の継承事業に活用されました。

施設の充実や広報宣伝活動費に
全国からの寄附金を活用

　全国で「ふるさと納税制度」が始まったのは平成20年。ふる
さと納税は自分の好きな地域に寄附することができ、帯広市では、

「おびひろ応援寄附金」としてばんえい競馬や動物園をはじめ、
帯広のまちづくりで応援したい分野を選ぶことができます。
　帯広が出身地でなくても寄附によって帯広のまちづくりに貢献
でき、制度の改正などにより、電子申請・クレジット納付、ワン
ストップ特殊制度など手続きが便利になっています。
　ばんえい競馬を応援してくださる方々からの支援は、ばんえい
十勝の運営と発展を強く支えてきました。「おびひろ応援寄附金」
の詳細は、公式ホームページをご覧ください。

ふるさと納税
（おびひろ応援寄附金）
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